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要約 : ナスタチウムの花芽発達過程を観察し 開花に及ぼす温度の影響を検討した .0月のガラス室内に
おける栽培では 花芽分化は播種 ,-日後に 開花は播種 ..日後に観察された 花芽発達過程は 0段階に分
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緒 言
ナスタチウム Tropaeolum majus L.は南米原産のつ
る性の +年生植物である 金蓮花 キンレンカ とも呼ば
れ 日本には江戸時代に観賞用植物として渡来した 花は


















を用いた +ポットあたり -粒を播種し 発芽後に間引き
して +ポット ,株とした 赤土とバク堆肥を + : +で混
合したものを用土とし 用土 +* Lあたり硫安 / g, 過リン






,***年 .月 ,1日に直径 +/ cmのポリ塩化ビニルポット
に播種し ガラス室 無加温 で栽培した 子葉展開時の
/月 0日から 1日おきに -株ずつ採取し 花芽の発達過程
を実体顕微鏡下で観察した 栽培期間中のガラス室内の平
均気温は ,+.0 最低気温は +- 最高気温は -- で
あった
, 温度の影響
,**-年 +,月 +*日に +/,*** aワグナポットに播種
し昼温夜温が ,*+/ +,時間日長の人工光ファイトト
ロン内で発芽まで管理した 発芽した +,月 +/日から温度







花芽発達過程を図 +と表 +に示した 主茎先端の茎頂は
栄養生長を続け 葉腋で花芽が形成された 花芽は播種後
,-日に 開花は播種後 ..日に確認された 表 + 主茎の
第 +花着生節位は 1++節目であった
葉腋で形成された花芽の発達過程を分化初期から雌ずい
発達期までの 0段階に分類した 図 +
未分化期 : 茎頂は扁平で 基部が葉原基に取り囲まれて
いる
分化初期 : 葉腋生長点の頂部は扁平であるが 花芽
*東京農業大学農学部農学科
Jour. Agri. Sci., Tokyo Univ. of Agric., /* (-), 1+1/ (,**/)
東京農大農学集報 /* - 1+1/ ,**/
基部を左右からはさみこむように 逆 U字形のがく片原
基が形成されるこのときの花芽直径は約 *., mmである
がく片形成期 : 花芽周縁に /枚のがく片が形成され
る 伸長したがく片は重なり合うように花芽中心部を包み
込む このときの花芽の直径は *.-*./ mmである
雄ずい形成期 : がく片に包まれた内側で雄ずいが形
成される このときの花芽の直径は約 *./ mmである































開花率は ,/,*区では +** ,*+/区では 3*で
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Flower Bud Development and E#ects
of Temperature on the Blooming
of Nasturtium (Tropaeolum majus L.)
By
Arisa NOGUCHI* and Masashi ICHIMURA*
(Received November ,,, ,**./Accepted July ,*, ,**/)
Summary : Floral initiation and development of nasturtium (Tropaeolum majus L.) was examined.
Flower bud di#erentiation occurred at ,- days and bloomed .. days after sowing in the greenhouse
from April to June. Flower bud was axillary and developmental stages of nasturtium were divided
into 0 stages : () di#erentiation stage, () sepal di#erentiation stage, () stamen di#erentiation
stage, () petal di#erentiation and stamen formation stage, () petal formation stage, () pistil
development stage and ﬂower opened. The elongation of petal was delayed as compared with the
stamens. Numbers of ﬂowering and growth were severely inhibited at -*/,/. Flower bud
development stopped from the sepal di#erentiation stage to the stamen di#erentiation stage because
of blind induced by high temperature.
Key words : nasturtium, ﬂower bud development, blooming, temperature, blind
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